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令和５年６月３０日 

水管理・国土保全局 治水課 

 

流域治水の取組の見える化を推進！ 
～全国流域治水 MAP を開設します～ 

 

１．募集内容 
流域治水に資する取組であれば、投稿内容は自由です。 

 

（投稿例） 

・流域治水をテーマとしたイベントの開催 

・地域団体による河川の除草、清掃活動 

・防災学習や環境学習を目的とした小中学校等での出前講座、ワークショップ 

・雨水タンクや雨水貯留槽、雨水浸透ますの設置 

・屋上緑化の整備 

・田んぼダム  等 

 

※投稿に際しては、別紙「共有プラットフォーム（全国流域治水 MAP）への投稿にあたっての留意

事項」をご確認ください。 

 

２．投稿方法 

①投稿したい取組内容について、投稿様式（別記様式１）に記入してください。 

②投稿様式と写真データ（1MB 以下×3 枚まで）をフォルダに入れて zip に圧縮してください。 

③圧縮ファイルを添付し、以下のアドレスにメールにてご提出ください。 

 

提出先 ：hqt-ryuiki_chisui_pf■ki.mlit.go.jp    （■を@に置き換えてください。） 

 

３．全国流域治水 MAP 特設ページ 

 https://www.mlit.go.jp/river/kawanavi/pf/ （国土交通省 WEB ページ） 

 

※投稿いただいてから掲載まで時差が生じますので、ご承知おきください。 

 

  
問い合わせ先：国土交通省 水管理・国土保全局 治水課  

萩原 （内線 35542）、泉 （内線 35538） 

        代表：03-5253-8111 直通：03-5253-8452  

国土交通省では、激甚化・頻発化する水害から国民の生命と暮らしを守るための新たな水災害対策とし

て、流域全体で治水対策に取り組む「流域治水」を推進しています。 

流域治水を進める上では、行政、民間企業、流域団体、住民等、あらゆる主体による流域治水の普及啓

発の取組を見える化し、全国に展開することで、更なる取組を促進することが重要です。 

そのため、全国の流域治水に資する取組を共有するプラットフォーム（全国流域治水 MAP）を開設し、投

稿を募集いたします。 

流域治水に資する取組を実施している方であれば、どなたでも投稿いただけます。 
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共有プラットフォーム（全国流域治水 MAP）への投稿にあたっての留意事項 

 

１．本プラットフォームは、流域治水の普及啓発及び流域治水に資する取組等の促進を  

目的として設置するものです。 

２．特定の製品又はサービスの販売、営業を目的とした投稿はご遠慮ください。その

他、１．の目的に反して、本プラットフォームを活用することは避けてください。 

３．プラットフォームへ提出・投稿する写真について、著作権は撮影者に帰属します

が、事務局が流域治水の宣伝、広報を目的とした出版物、インターネットなどの電

子メディアに無償で掲載する場合があります。また、その際、必要に応じてトリミ

ングや色調補正などの加工を行う場合があります。 

４．プラットフォームへ提出する情報のうち、【防災教育】に関するものについては、

別途、国土交通省で運用している「防災教育ポータル」にて当該情報を紹介する場

合があります。 

 （防災教育ポータル：https://www.mlit.go.jp/river/bousai/education/index.html） 

５．写真に他者の権利（被写体の肖像権、他人の著作物など）を含む場合は、必ず撮影

者自らが権利者の承認を得てください。写真に関して、第三者からの権利侵害や損

害賠償などの苦情、異議申立てがあった場合でも、事務局は一切の責任を負わず、

撮影者が全て対処するものとします。 

６．立入り禁止区域での撮影、撮影禁止場所での撮影、法律や公共ルールに反した投稿

はできません。 

７．事務局は、プラットフォームに投稿された取組の有用性及び流域治水関連技術やサ

ービスの品質等を保証する責任を負いません。 

８．投稿内容に不適切と思われる内容が含まれる場合、事務局は掲載を承諾しない、又

は予告なく投稿を削除する可能性があります。 

 

別紙 
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全国流域治水MAPへの投稿募集について

投稿者

行政、民間企業、流域団体、住民個人等、流域治水に資
する取組を行う方であればどなたでも投稿いただけます。

投稿内容

流域治水に資する取組であれば、投稿内容は自由です。

掲載先 投稿いただいた内容は、国土交通省WEBページに掲載します。
https://www.mlit.go.jp/river/kawanavi/pf/ （国土交通省WEBページ）

投稿方法 投稿したい取組内容について、別添様式（Excel）に記入

様式（Excel）と写真（1MB以下×3枚まで）をフォルダに入れ圧縮

圧縮ファイルを添付し、以下のアドレスへメール送付
【送付先】 hqt-ryuiki_chisui_pf■ki.mlit.go.jp

（■を@に置き換えてください。）

○あらゆる主体による流域治水の取組を見える化し、全国に展開するため、全国流域治水MAPへの投稿を募集いたします。

※掲載イメージ

※掲載イメージ

詳細を表示

（投稿例）
・流域治水をテーマとしたイベントの開催
・地域団体による河川の除草、清掃活動
・防災学習や環境学習を目的とした小中学校等での出前講座、ワークショップ
・雨水タンクや雨水貯留槽、雨水浸透ますの設置
・屋上緑化の整備
・田んぼダム 等
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みんなのアクション ※黄色のセルは入力必須項目、白色のセルは任意項目です。

項目 入力形式

タイトル 全角

# 行政 # 流域団体 # 民間事業者 # 住民

# その他

団体名 全角

都道府県 全角

水系名 河川名 全角

紹介内容 ー

URL 半角

緯度 半角 ,

経度 半角

ー

半角

ー

半角

ー

半角

アクションno.
（事務局使用欄）

ハッシュタグ

みんなで協働

半角

表示したいハッシュタグをご記入ください。
「#」は不要です。

例：　川遊び

防災教育

楽しい

子供が参加

写真①
1

ボタンを押して、掲載対象の写真を選択してく
ださい。写真のデータ名が写真の下のセルに
自動入力されます。手動でファイル名の入力や
訂正を行わないようお願いいたします。

※ファイル名は1桁の連番（１～３）」としてくだ
さい。
※写真はjpg、pngをご使用ください。

例：1.jpg、2.jpg、3.png

---------

写真データはエクセルと合わせて「タイトル」を
フォルダ名にしたフォルダに保存してくださ
い。

例：フォルダ名「みんなで川しらべ」に以下を保
存
・1.jpg、2.jpg、3.png
・みんなで川しらべ_カワナビ登録フォー
ム.xlsm

1.jpg

写真②
1

写真③
1

ビワマスの存在をみんなに知ってもらい、愛知川を愛する次世代
が育つきっかけを作りたいと思ったことが最大の理由でした。 川
には、高さ２・５メートルの「えん堤」という壁がありますが、それを
ビワマスが越えられる魚道（冒頭の写真左側）を作れば、えん堤の
上流にも産卵場所が広がることがありますが、魚道づくりを通じ
て仲間が集まり、川に関心を持つ人を増やせるのではないかと考
えました。

地域住民が川に目を向け、水害を我が事として捉え、できることか
ら「見試し」的な発想でたくさんの小さな取組みを繋げ、好循環を
生み出していく」ことであることがわかった。 東近江三方よし基金
の山口さんは、「ただ単に地域の課題解決のため、地域の皆さんが
小さな取組みを一生懸命頑張っているだけ」だと言っていた。

例のように、行頭にスペースは入れず、段落を
変えるときは改行（alt+enter）を2回いれて
ください。改行はそのままウェブサイトに反映
されます。文字数制限はありません。

-------------
例：
ビワマスの存在をみんなに知ってもらいたい
と思ったことが最大の理由でした（段落１）。

地域住民が川に～（段落２）。

https://kasen-network/project/index.html サイトのURLをご記入ください。

34.93575 10進法でご記入ください
例：34.93575138.38956

記入欄 備考

みんなで川しらべ 例：みんなで川しらべ

河川中流ネットワーク 例：河川中流ネットワーク

取組実施者
該当の項目にチェックをしてください。
その他の場合は、その他の右のセルに内容を
ご記入ください。　※複数選択可

天竜川

静岡県 該当の項目をご選択ください。

1

2

4

5

#

7

3

6

#

#

001617574/記入例_2024/11/19_14:586



001617574/記入例_2024/11/19_14:587



 

 

 

 

 

② 流域治水ロゴマーク 
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別紙 

 

令 和 ６ 年 ３ 月 1 8 日  

      水管理・国土保全局河川計画課 

「流 域
りゅういき

治水
ち す い

」ロゴマークを決定しました 

～ 流域のみんなが水害対策を取り組むきっかけに～ 

○ 国土交通省では、気候変動の影響により水災害の激甚化・頻発化が懸念される中、河川管理者

が主体となって行う河川整備等の事前防災対策を加速化させることに加え、流域に関わるあら

ゆる関係者が協働して、様々な施策を総動員し水害対策を行う「流域治水」を進めています。 

○ このたび、一人でも多くの方々に「流域治水」への理解や親しみをもっていただくことを目的

に、公募作品の中から、流域治水のシンボルとなるロゴマークを決定しました。 

○ 決定したロゴマークは、全国各地で流域治水を広く周知・ＰＲするための広報活動に活用して

まいります。 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ロゴマーク選定過程等の詳細については別紙をご確認ください。 

○ ロゴマークのダウンロードデータや使用規定等については、別途国土交通省ＷＥＢサイト上

に掲示いたします。（ＵＲＬ：https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/logo.html） 

問い合わせ先：流域治水ロゴマーク事務局 

国土交通省 水管理・国土保全局 河川計画課 栗原（内線 35382） 磯邊（内線 35393） 

代表：03-5253-8111 直通：03-5253-8443 

 

ロゴマーク 
作 者：田仲 亜希 さん 

デザインメッセージ： 

日本はどこに行っても川があり、水に囲まれています。資源でもありますが、災害も

引き起こす川と共存して行かなければなりません。 

中央の図形は、多様な地域同士が行政界を超えて流域で連携していくイメージを重

なりで表現しています。その周囲を囲むような円は、水災害対策により流域を守っ

ていくことを、円の端の手は、このような対策は長年多くの人の手により進められ

てきたことや、これからも地域同士、住民同士が手を取り合って水災害に立ち向か

っていこうという意志を表したものです。 

また、さまざまな水滴の円は、協働して水害に対して備えていく国、自治体、団体、

住民を表しています。 

使用シーン 
例：各取組主体が作成するパンフレット、ポスター、説明資料、プレスリリース、名刺、看板、

展示物、ウェブサイト、ＳＮＳ、広報物、各種案内 等 
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